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本プロジェクトでは、分散型大規模量子コンピュータの主要技術であ

る汎用量子通信ネットワークのテストベッドを構築し、実運用を見据え

た通信アーキテクチャやプロトコル等の原理・技術実証にハードウェ

ア・ソフトウェアを統合して取り組みます。本プロジェクトの成果は分

散型大規模量子コンピュータのみならず量子インターネットにも繋が

り、両者を両輪とする、量子情報を自在に生成・流通・分散処理する世

界の実現に貢献します。 
進め方として、テストベッドでの実装による、小規模ながらシステム

全体の原理・技術実証と、シミュレーションによる大規模化の検証を二

本立てとします。 
２０３０年までのマイルストーン 
多数の量子コンピュータを量子通信によって接続して分散型量子コ

ンピュータを実現するための大規模量子ネットワーク技術を開発しま

す。 
２０２５年までのマイルストーン 
複数の量子コンピュータを量子通信によって接続する量子ネットワ

ークの要素技術を開発します。これらの成果を統合して、テストベッド

環境において光技術による量子ネットワークのプロトタイプを実装し、

システムの原理・技術実証を行います。 

 
 

研究開発体制 （2024 年 4 月時点） 

 

 
図 2: 研究開発テーマ構成 

 

量子ネットワークの実現には、大きくは情報システムと物理など、学

術的に近くない分野同士がお互いの事情を理解しながら協力して研究

開発を進める必要があります。例えば、単純な End-to-End の量子ビッ

ト伝送も、量子計算と古典計算、そして両者の通信をすべて利用する、

複雑な分散処理です。専門性に応じて項目とテーマが分かれていますが、

そのような学際的連携を円滑に進めるため、必ずしも役割分担に縛られ

ない共同研究を行っています。他プロジェクトとも連携して、あらゆる

量子コンピュータを接続可能な量子ネットワークの統合的な実現を目

指します。 

プロジェクト概要 

図 1: 実装システムの完成イメージ図 


